
                市長が振り返る２０２４年志摩市のできごと 

 できごと 内  容 

１ 
感謝と感動の 1 年！ 

市制 20 周年 

様々な記念事業や記念式典をとおして、多くの皆さまと一

緒に志摩市の魅力を改めて感じることができました。20周

年を新たな出発点とし、志摩市に関わる全ての皆さまと力

を合わせて希望に満ちた未来を創造していくきっかけの

一年でした。 

２ 
観光農園、入場者数６万人  

突破！過去最高を記録！ 

人気観光スポットの志摩市観光農園では入場者数が過去

最高を記録しました。季節ごとに色とりどりの花々が楽し

め、20 周年記念事業として実施しているコキアのライト

アップ、スカイランタンⓇイベントも大人気です。 

３ 

令和 7 年秋、志摩市へ！第 44 回

全国豊かな海づくり大会開催日

が決定 

第 44 回全国豊かな海づくり大会の開催日が 11 月 9 日に

決定しました。大会の成功に向けて準備を進めています。

大会テーマや子ども用法被のデザインに志摩市の中学生

の作品が採用されるなど、嬉しい話題もありました。 

４ 

「逃げ遅れゼロ」へ！避難タワ

ー完成、市民の皆さんの安全と

安心を確保！三重県との総合防

災訓練も実施！ 

阿児町国府地区に新たに津波避難タワー３基が完成し、こ

れで市内の津波避難タワーは６基になりました。公共施設

の高台移転や県との総合防災訓練の実施など、命を守る防

災・減災対策を加速させました。 

５ 

三重県初！災害対策用トイレト

ラックを導入！資金調達にクラ

ウドファンディを活用 

安全安心なまちづくりへ前進！たくさんの方のご協力に

より、クラウドファンディングでは、当初の目標金額であ

る 800 万円を超え、ネクストゴールの 1,200 万円を達成す

ることができました。 

６ 
全国初！消防活動に最先端救助

支援システム「3rd-EYE」を導入 

『3rd-EYE』は、ドローン、AI、スマートグラスを組み合わ

せた新世代の情報共有システム。『3rd-EYE』の機能を活用

し、広範囲を効率的に捜索することで消防活動の高度化を

図ります。 

７ 
水産高校と協力し商品開発！ 

未利用魚アイゴのさつま揚げ 

磯焼け対策として、水産高校と協力して未利用魚アイゴを

使ったさつま揚げの商品開発に取り組みました。生徒の意

見であおさのりを加え、彩りと風味がよい、クセのないお

いしさです。 

８ 
市長、海外でトップセールス！ 

志摩市の魅力を世界へ発信 

インバウンド誘客と産品プロモーションを目的に、香港・

タイ・シンガポールでのトップセールスを実施。現地では、

志摩市への関心の高さを確認することができ、誘客のポテ

ンシャルを感じました。 

９ 

DX で働き方改革！Google ワー

クスペース、生成 AI 導入で業

務効率化 

自治体 DX による働き方改革を推進。各種ツールを活用し

た情報共有の迅速化やペーパーレス化によるコスト削減

など業務効率化を実現。市役所全体の活性にも繋がり、職

員の意識改革を促しました。 

１０ 

 

市長として２期目のスタート 

 

初登庁の 10 月 31 日にはたくさんの市民の皆さん、職員の

皆さんに迎えていただき、皆さんの期待を改めて感じまし

た。 
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